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簡易版用

														2033年漁期に資源量が目標管理基準値案Bmsy（3.0千トン※）を上回る確率 ギョキ シゲン モクヒョウ カンリ アン セン

														2033年漁期に資源量が限界管理基準値案Bmin（2.4千トン※）を上回る確率 ギョキ シゲン ゲンカイ アン セン

		β		2021		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033

		1.0		5.5		6.1		6.2		3.4		3.0		2.7		2.7		2.7		2.9		3.0		3.1		3.0		3.1		75%		56%

		0.9		5.5		6.1		6.2		3.7		3.3		3.1		3.1		3.1		3.2		3.2		3.3		3.3		3.3		85%		68%

		0.8		5.5		6.1		6.2		4.0		3.7		3.5		3.5		3.5		3.5		3.6		3.6		3.6		3.7		93%		81%

		0.7		5.5		6.1		6.2		4.4		4.1		4.0		4.0		4.0		4.0		4.0		4.0		4.0		4.1		98%		91%

		0.6		5.5		6.1		6.2		4.8		4.6		4.5		4.5		4.5		4.5		4.5		4.5		4.5		4.6		100%		98%

		0.5		5.5		6.1		6.2		5.3		5.1		5.1		5.1		5.1		5.1		5.1		5.1		5.1		5.1		100%		100%
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簡易版用

																2033年漁期に資源量が目標管理基準値案Bmsyを上回る確率 ギョキ シゲン モクヒョウ カンリ アン

																2033年漁期に資源量が限界管理基準値案Bminを上回る確率 ギョキ シゲン ゲンカイ アン
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				100				5093.628198196		5102.6753650636		2803.7999806219		2353.9069303012		2309.2053544739

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				中長期的な予測漁獲量の中央値
（千トン） チュウチョウキ テキ ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ セン		資源量が水準を下回るリスク
（10年間に1度でも起きる確率） シゲンリョウ スイジュン シタマワ ネンカン ド オ カクリツ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		2028～2032年
漁期 ネン ギョキ		B0.1msy		Bmin

		1.0		56%		75%		2.7		0%		66%

		0.9		68%		85%		2.7		0%		44%

		0.8		81%		93%		2.7		0%		21%

		0.7		91%		98%		2.6		0%		6%

		0.6		98%		100%		2.5		0%		1%

		0.5		100%		100%		2.3		0%		0%





Sheet2

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				10年間に一度でも資源量が下記の水準を下回るリスク確率 ネンカン イチド シゲンリョウ カキ スイジュン シタマワ カクリツ				中長期的な予測漁獲量の中央値 チュウチョウキ テキ ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		限界管理基準値案（Bmin） ゲンカイ カンリ キジュンチアン		B0.1msy		2028～2032年
漁期平均 ネン ギョキ ヘイキン

		1.0		56%		75%		66%		0%		2.7千トン セン

		0.9		68%		85%		44%		0%		2.7千トン セン

		0.8		81%		93%		21%		0%		2.7千トン セン

		0.7		91%		98%		6%		0%		2.6千トン セン

		0.6		98%		100%		1%		0%		2.5千トン

		0.5		100%		100%		0%		0%		2.3千トン

		推奨 スイショウ		50%以上 イジョウ		90%以上 イジョウ		30%未満 ミマン		―		―
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